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東京女性財団へ提出した概要
[女性関連施般における保育室の利用の現状調査と
これからのあり方の研究]
あんふあんて・どんな保育がほしい会
《
報
告
書
の
楊
成
》
ー
は
じ
め
に
E
保
育
室
の
歴
史
E
調
査
の
概
要
N
「
公
共
施
設
に
お
け
る
保
育
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
l
ト
」
の
設
問
用
紙
「
9
」
の
調
査
の
主
な
結
果
「
"
こ
か
ら
の
声
「
女
性
関
連
施
設
お
よ
び
公
共
施
設
の
保
育
室
に
関
す
る
調
査
設
問
書
」
の
用
紙
「
H
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
別
集
計
「
H
」
の
集
計
か
ら
み
る
問
題
点
と
ま
と
め
こ
れ
か
ら
の
標
題
患
い
ま
す
が
、
や
は
り
集
計
も
し
づ
ら
く
、
今
回
は
み
ん
な
の
気
持
ち
が
表
わ
れ
て
い
る
自
由
記
識
の
み
を
、
会
員
番
号
と
県
名
を
つ
け
て
そ
の
ま
ま
抜
粋
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
施
設
名
は
省
き
、
一
般
論
と
し
て
扱
う
こ
と
で
全
体
像
を
つ
か
も
う
と
の
意
図
で
す
・
し
か
し
そ
の
施
設
名
は
、
四
の
施
設
か
ら
の
回
答
と
比
べ
て
み
る
と
面
白
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
.
mu
を
送
っ
た
女
性
関
連
施
設
・
都
内
公
民
館
は
5
7
9
ケ
所
、
回
答
の
あ
っ
た
所
は
2
2
7
カ
所
。
今
回
は
彊
の
よ
う
に
数
字
で
集
計
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
元
に
な
っ
た
り
ス
ト
や
回
答
・
館
の
説
明
書
等
の
資
料
が
手
元
に
あ
り
ま
す
の
で
、
自
分
の
地
域
の
こ
と
が
知
り
た
い
方
、
こ
れ
か
ら
地
域
で
何
か
の
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
は
会
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
御
相
談
に
の
り
ま
す
。
庇
で
は
次
頁
『
概
要
』
の
〈
主
な
結
果
〉
で
触
れ
た
ポ
イ
ン
ト
の
詳
し
い
説
明
以
外
に
、
〈
母
子
同
室
保
育
か
、
別
室
保
育
か
〉
〈
保
育
室
の
設
備
や
備
品
〉
〈
講
座
託
児
室
の
設
置
基
準
〉
〈
保
育
者
と
保
育
の
や
り
方
〉
な
ど
に
も
言
及
し
て
い
ま
す
が
、
問
題
点
を
や
っ
と
整
理
し
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
要
望
は
多
々
で
て
い
る
の
で
す
が
、
何
が
い
い
か
と
い
っ
た
結
論
的
な
こ
と
は
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。
X
は
今
回
の
調
査
研
究
を
パ
ネ
に
し
て
広
げ
て
い
き
た
い
活
動
で
、
例
え
ば
今
回
知
っ
た
い
く
つ
か
の
保
育
室
で
の
〈
預
け
合
い
子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
広
場
〉
の
企
画
や
〈
子
育
て
支
援
政
策
の
情
報
集
め
と
点
検
〉
、
〈
子
連
れ
グ
ル
ー
プ
活
動
ガ
イ
ド
プ
ツ
ク
〉
の
出
版
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
や
っ
ぱ
り
『
お
庫
本
2
』
づ
く
り
で
し
ょ
う
!
(
古
知
)
円
L
vn羽 VX1X咽合
計
3
0
頁
に
わ
た
る
力
作
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最
後
の
報
告
書
づ
く
り
に
き
て
、
手
違
い
多
し
。
前
記
の
流
れ
を
や
っ
と
の
こ
と
で
ク
リ
ア
し
て
き
た
無
理
が
た
ま
っ
た
感
じ
で
す
。
次
の
頁
に
報
告
書
と
と
も
に
提
出
し
た
『
機
聾
』
を
載
せ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は
な
い
部
分
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
ま
す
。
E
は
こ
の
調
査
を
始
め
て
か
ら
、
調
べ
る
必
要
性
を
感
じ
て
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
女
性
の
社
会
教
育
そ
の
も
の
の
成
り
立
ち
ゃ
現
在
の
政
策
に
深
く
関
わ
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
つ
つ
、
こ
れ
は
継
続
し
て
学
習
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
途
中
か
ら
『
働
く
婦
人
の
家
』
も
調
査
に
加
え
る
こ
と
に
し
た
の
は
保
育
室
が
あ
る
か
ら
で
す
が
、
設
立
時
か
ら
か
な
り
た
っ
て
い
る
今
は
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
し
か
し
地
方
で
は
貴
重
な
保
育
室
っ
き
施
設
で
あ
る
の
は
確
か
で
、
検
討
の
余
地
あ
り
で
す
。
ま
た
身
近
な
『
公
民
館
』
(
今
回
は
東
京
都
か
ら
助
成
金
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
都
内
の
)
も
曲
り
角
に
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
御
存
じ
の
W
は
ず
い
ぶ
ん
と
答
え
に
く
か
っ
た
と
寸巧λ
{ .~~ 
A 
V丸出F
(1)闇査のきっかけ
せっかく新しい女性センターが計画中だから、何らかの関わりをもっていきたいとの声が会
員から上がったが、最近の公民館などでは託児っき講座の参加者が減ったとの情報もあり、いっ
たい現状はどうなっているのか、それらはどうしてなのかを考えてみようということになった。
21年前の国立婦人教育会館の新設の際に、保育室への要望書を提出したくあんふあんて>
としてみれば、見過ごせない問題だ。 1975年に会がつくられた当時すでに国立市の若いミセス
の会などの公民館保育室の活動は始まっていて(保育室の歴史についてはこの概要では省略)、
『子どもからの自立』というとても心強い本に出会い、私たちなりの預け合いをやり始めていた
のだから。国立婦人教育会館の保育室をお手本として、折りからの国際婦人年の後押しもあっ
て、徐徐にではあるが、各地の婦人会館などに保育室がつくられるようになってきた。そして最
近では男女共同参画の後押しも加わって、少子化対策の子育て支援というおまけまでついて、保
育事業が定着してきたというのに、何か見落としてきたことがあるのだろうか。
(設問用紙
{2}個査のねらいと方法
①保育室利用の実態調査
②全国の女性関連施設の調査
③現在の保育室がかかえる問題点を整理
④どんな保育室が欲しいのかを考える
⑤行動すべき対応策を探る
・まずは、 F預け合いをしませんか』という新聞の呼びかけから会が始まった私たちくあん
ふあんて〉の会員に、保育室利用の体験アンケートをすることにした。
.1998年3月、会員515名に (A)r公共施般における保育についてのアンケート』
はこの概要では省略)を郵送.
.1999年2月までに合計309名分/60.0%を回収。
.1998年6月、全国の女性センターなど285か所に、 43項目からなる(8)r女性関連施霞およ
び公共施陵の保育室に闘する調査段問書J (設問用紙はこの概要では省略)を郵送。
.1998年7月、全国の働く婦人の家190か所と東京都内の公民館104か所にも開設問書を郵
送.
.1999年1月までに女性センターなど132か所/46.3%、働く婦人の家など57か所/30.0%、
公民館など38か所/36.5%の回収があった.
~3-
で
、
な
か
な
か
前
に
進
ま
な
い
。
も
う
、
こ
の
年
に
な
る
と
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
つ
ま
先
ま
で
主
婦
し
て
ま
守
。
「
今
日
帰
る
ン
じ
ゃ
な
い
の
よ
。
明
日
も
あ
る
ん
だ
か
ら
ね
。
」
な
ん
て
お
互
い
言
い
合
い
な
が
ら
「
ワ
l
安
い
!
」
と
財
布
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
夕
方
、
奈
良
の
友
人
と
お
別
れ
し
て
、
二
日
目
の
宿
泊
地
京
都
へ
。
予
約
し
て
あ
っ
た
豆
腐
料
理
屋
で
夕
食
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
で
月
曜
仕
事
の
一
名
帰
京
。
三
井
家
ゆ
か
り
の
真
如
堂
に
宿
泊
。
翌
朝
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
一
名
帰
京
。
哲
学
の
道
、
南
樽
寺
、
八
坂
神
社
、
高
台
寺
を
ま
わ
，
る
。
こ
の
日
は
、
観
光
客
が
少
な
く
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
旅
が
で
き
る
。
さ
て
、
最
後
は
主
婦
本
能
を
刺
激
し
て
や
ま
な
い
錦
小
路
で
、
珍
し
い
京
の
食
材
を
買
い
ま
く
り
、
無
事
帰
京
の
途
に
つ
い
た
の
で
し
た
。
こ
の
旅
行
が
あ
ま
り
に
・
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
二
カ
月
後
に
「
美
味
し
い
も
の
食
べ
ま
し
ょ
う
会
」
が
企
画
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
場
所
は
東
京
。
奈
良
の
彼
女
も
上
京
す
る
と
の
事
。
ま
た
、
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。
「
あ
ん
ふ
あ
ん
て
」
で
出
会
い
、
数
年
間
一
緒
に
活
動
し
た
だ
け
な
の
に
、
こ
の
気
の
あ
い
よ
う
、
こ
の
連
帯
感
。
親
戚
で
も
な
く
、
学
友
で
も
な
く
、
ま
し
て
や
近
所
付
き
合
い
で
も
な
く
、
不
思
議
な
親
し
さ
、
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
な
の
で
し
ょ
う
。
子
育
て
の
ま
っ
た
だ
中
に
い
る
と
き
は
、
自
分
が
五
十
歳
に
な
る
事
な
ど
、
想
像
だ
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
ふ
り
か
え
り
、
良
き
友
人
達
に
固
ま
れ
て
い
る
と
、
人
生
の
な
か
で
、
「
あ
ん
ふ
あ
ん
て
」
か
ら
得
た
も
の
の
大
切
さ
を
思
い
ま
す
。
Nn 250 あんふあんて
(3)鯛査の主な結果
(A)・「公共施設の保育室を利用したことがあるか ?Jの答えは
くある>:63%、くない>:37% だったが、回答がなかった人のほとんどがくない〉だ
ということを考膚にいれると、預け合い賛成派のあんふあんての会員にしては案外少ない。デパ
ートやベビーシッターなど民間の持つ気軽な感じに比べて、融通のきかない、堅苦しい雰囲気の、
公共施設は敬遠気味のようだ。"
-あとは数字でまとめるのではなく、自由記載の部分を全部抜粋(乙の概要では省略)
挙した。
(8)・(詳しい集計数字の表はこの概要では省略)
・複合施肢が多くなってきたこのごろでは、保育室の位置付けが問題である。ピル管理会社よ
りも女性問題を扱っている女性センター等が担当すべきだ。タテ割行政をなくしてほしい。
・もっとも切実な問題は保育室を利用できる子供の年齢制限である。多くの所では2歳という
壁が、部屋貸しでも、講座の託児でもあるが、若い母親がいちばん育児で辛い頃が2麗前なの
だ。言葉も出ず、まだお友達もできず、母親にべったりの母子ワンセット状態の毎日の中で、母
親自身がほっと一息できる保育室のような場がぜひとも必要だ。
・専従、パート、ボランティアどんな形にしろ保育者の手配がつくというのは、確実に子連れ
女性の社会参加を応援するものである。 r各自でJと突き放さないで、ボランティアなどの紹介
だけでも、心温かく相談にのってほしい。
・すでにいくつかの所では曜日を決めて保育者を用意し、予約制で個人の自由な使い方ができ
るフリータイム託児を実施している.どうしても不安が残る民間の託児サービスよりもきちっと
した責任体制のある公共施設の方が安心だ。もっとこういう形が普及することを望む。また、託
児っき講座の定員に空きがあるときに一般の託児を受け入れている所もあるが、このくらい柔軟
な対応で、女性の活動を応援してくれるとうれしい。
・保育室は他の部屋を借りていないと利用出来ないことが多い。会議室と保育室と2か所に分
かれるよりは、保育室で大人も会議等ができ、または保育室だけでの子育てグループ活動も認め
てもらいたいものだ。
・女性センターなどの保育者は、保育はあくまで女性問題の一部、つまりは育児によって社会
から疎外されている子連れ女性の社会参加の促進という認識と、なにより母親の気持ちへの理解
がほしい。また、子供はがまんをすべきかわいそうな存在ではなく、ひとりの保育者という人と
数時間の出会いをもっ、ラッキーな小さな人間というプラスの考え方をしたらどうか。
・慣れない環境の託児室では子供が泣くことは不思議ではないが、そのことに保育者も母親も
ふりまわされてはいけない。冷静に対応し、その子供なりに状況を理解させることが必要だ。
・特にまるっきり初めて預ける場合などの親の不安感は格別。親とのコミュこュケーションは
事前や事後に充分とってほしい。
して列
1999年7月5日発行
メ〆伊予h
1>: 吟
V~~ 
l"守、
~，~.;;-
冗
祖
川
崎
グ
ル
ー
プ
同
窓
会
旅
行
f3 
旅
行
の
費
用
五
5
六
万
円
は
自
分
の
稼
ぎ
か
ら
出
し
た
人
が
ほ
と
ん
ど
。
旅
行
に
出
か
け
る
際
、
家
族
に
は
告
げ
た
だ
け
、
始
め
か
ら
反
対
さ
れ
る
事
な
ど
想
定
し
て
い
な
い
。
連
絡
先
は
告
げ
て
来
た
ひ
と
、
来
な
い
人
等
色
々
。
老
親
が
い
た
り
す
る
と
、
告
げ
て
来
る
人
が
多
い
。
五
月
十
五
日
、
御
一
行
様
六
名
が
奈
良
に
転
居
し
て
い
る
元
会
員
を
訪
ね
る
、
と
い
う
か
た
ち
で
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
「
あ
ん
ふ
あ
ん
で
」
の
会
員
継
続
を
し
て
い
る
人
は
、
た
っ
た
一
人
だ
け
で
す
が
、
な
ん
ら
か
の
形
で
連
絡
が
あ
り
、
数
年
お
き
く
ら
い
に
は
食
事
会
な
ど
し
て
会
っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
、
幾
代
さ
ん
の
還
暦
祝
い
を
機
に
集
ま
っ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
一
気
に
話
が
成
立
し
ま
し
た
。
九
名
に
声
を
掛
け
、
七
名
も
参
加
す
る
な
ど
、
予
想
以
上
の
出
席
率
に
ま
ず
び
っ
く
り
。
「
あ
ん
ふ
あ
ん
て
」
を
や
っ
て
い
た
頃
よ
り
、
二
十
年
が
た
ち
、
子
供
は
成
人
し
、
多
少
の
収
入
が
あ
り
、
亭
主
も
少
し
は
自
立
し
て
、
出
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
思
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
結
成
当
時
、
子
供
の
手
を
ひ
い
た
り
、
お
ぶ
っ
た
り
し
て
、
一
泊
旅
行
を
し
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
箱
根
へ
行
っ
て
、
子
供
を
寝
か
し
つ
け
て
か
ら
、
酒
を
飲
ん
で
し
ゃ
べ
っ
た
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
普
の
思
い
出
話
を
し
な
が
ら
、
周
囲
の
ひ
ん
し
ゅ
く
等
も
の
と
も
せ
ず
、
賑
や
か
に
し
ゃ
べ
り
っ
ぱ
な
し
で
、
た
ち
ま
ち
京
都
に
到
着
。
奈
良
駅
に
て
現
地
の
友
人
と
合
流
。
柿
の
楽
街
と
茶
が
ゅ
の
昼
食
を
い
た
だ
く
。
ち
ょ
う
ど
修
学
旅
行
の
シ
ー
ズ
ン
な
の
か
、
学
生
の
団
体
が
大
勢
来
て
い
て
、
ウ
ル
サ
イ
な
ど
と
文
句
を
言
い
な
が
ら
、
結
構
し
っ
か
り
、
あ
ち
こ
ち
見
て
ま
わ
る
。
夜
は
彼
女
の
家
に
泊
め
て
も
ら
う
。
息
子
は
独
立
、
夫
は
単
身
赴
任
で
部
屋
が
い
っ
ぱ
い
空
い
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
彼
女
が
、
や
け
に
元
気
で
幸
せ
そ
う
な
の
は
、
ひ
が
み
で
し
ょ
う
か
。
近
所
の
居
酒
屋
に
く
り
だ
し
て
、
生
ビ
ー
ル
で
乾
杯
で
す
。
翌
日
は
、
岩
船
寺
、
浄
瑠
鳩
寺
巡
り
ウ
オ
l
キ
ン
グ
で
す
。
コ
ー
ス
の
あ
ち
こ
ち
に
地
元
の
野
菜
や
漬
け
物
の
無
人
販
売
所
が
あ
り
、
そ
の
た
び
に
立
ち
止
ま
っ
て
見
る
の
nu 
w
h
u
 
n
L
 
h
川
参
加
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
・
川
さ
ん
(
五
二
歳
)
夫
の
会
社
の
手
伝
い
。
他
に
教
育
関
係
の
仕
事
。
収
入
は
配
偶
者
控
除
か
ら
ぬ
け
て
い
る
。
夫
(
五
四
歳
)
自
宅
で
貿
易
関
係
の
会
社
経
営
長
男
(
二
四
歳
)
社
会
人
別
居
・
同
さ
ん
(
五
一
歳
)
実
家
の
会
社
に
勤
務
。
自
活
。
夫
白
十
五
年
前
に
離
婚
長
女
(
二
五
歳
〉
歯
科
技
工
士
親
と
は
別
居
結
婚
し
て
O
歳
児
あ
り
。
-
刷
さ
ん
(
四
九
歳
)
自
宅
で
損
保
代
理
底
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
勉
強
中
夫
(
四
八
歳
)
公
務
員
長
女
(
一
二
ハ
歳
)
次
女
(
二
五
歳
)
二
人
と
も
社
会
人
同
居
三
女
(
十
九
歳
)
大
学
生
同
居
・
同
さ
ん
(
五
十
歳
)
通
信
添
削
「
赤
ペ
ン
先
生
」
ス
ポ
l
ツ
ク
ラ
ブ
に
は
ま
っ
て
い
る。
夫
(
五
五
歳
)
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
長
男
(
二
五
歳
〉
長
女
(
一
一
一
一
歳
)
一
一
人
と
も
社
会
人
同
居
・
例
さ
ん
(
五
一
歳
)
通
信
添
削
。
家
庭
教
師
。
夫
(
五
一
歳
)
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
単
身
赴
任
中
長
女
(
二
四
歳
)
社
会
人
同
居
長
男
(
二
十
歳
)
大
学
生
同
居
・
川
さ
ん
(
五
十
歳
)
通
信
添
削
。
夫
(
五
二
歳
)
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
長
男
(
二
四
歳
)
次
男
(
二
二
歳
)
二
人
と
も
社
会
人
別
居
・
凶
さ
ん
(
五
一
歳
)
手
作
り
パ
ン
講
師
。
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
図
書
館
パ
ー
l
h
'
夫
(
五
二
歳
)
公
務
員
。
単
身
赴
任
中
。
長
男
(
二
四
歳
)
社
会
人
別
居
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